
　　　　　

　
会
員
制
リ
ゾ
ー
ト
ク
ラ
ブ
最
大
手
の
リ
ゾ
ー
ト
ト
ラ
ス
ト
は
、
ホ
テ
ル
運
営
だ
け
で

な
く
医
療
事
業
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど
社
会
の
変
化
を
的
確
に
と
ら
え
事
業
領
域
を
拡

大
し
て
き
た
。
現
在
、
ホ
テ
ル
会
員
権
、
ゴ
ル
フ
、
医
療
な
ど
の
会
員
数
は

万
人
を

超
え
る
。
伊
藤
勝
康
社
長
に
高
齢
化
社
会
を
迎
え
た
日
本
で
の
今
後
の
事
業
展
開
と
海

外
戦
略
に
つ
い
て
聞
い
た
。

名
古
屋
・
伊
藤
吉
登

　
国
内
の
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
使
用
者
数
は
、
少
子
高
齢
化
で
今
後
は
減
少
が
予
想
さ

れ
る
。
国
内
最
大
手
の
メ
ニ
コ
ン

名
古
屋
市
中
区

も
事
業
構
造
の
転
換
を
迫
ら
れ

て
い
る
。

月
に
日
本
市
場
で
新
た
な
顧
客
層
の
開
拓
を
目
指
し
、
１
日
使
い
捨
て
レ

ン
ズ
で
初
の
自
社
開
発
製
品
「
Ｍ
ａ
ｇ
ｉ
ｃ
」
を
投
入
し
た
。
田
中
英
成
社
長
に
日
本

事
業
の
戦
略
や
海
外
展
開
、
日
本
企
業
の
強
み
に
つ
い
て
聞
い
た
。

名
古
屋
・
伊
藤
吉
登

伊藤勝康氏いとう　かつやす田中英成氏たなか　ひでなり
リゾートトラスト社長メニコン社長

高齢者向け住宅照準

新
製
品
で
国
内
に
攻
勢

高品質と技術力武器

価
値
観
の
変
容
は
好
機

ＩＮＴＥＲＶＩＥＷ　　　　　　　　　　　　　　　　

　
―
現
在
の
景
況
感
と
今
後

の
見
通
し
は
。

　
「
２
０
０
８
年
の
リ
ー
マ

ン
・
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
持
ち
直

し
た
景
気
が
、
東
日
本
大
震

災
で
落
ち
込
ん
だ
。
震
災
の

復
興
需
要
を
期
待
し
て
い
た

時
に
タ
イ
の
洪
水
が
起
き

た
。
欧
州
の
金
融
危
機
に
よ

る
景
気
の
不
透
明
感
も
あ

り
、
大
型
の
リ
ゾ
ー
ト
施
設

建
設
は
若
干
控
え
な
い
と
い

け
な
い
。
経
済
が
低
成
長
な

時
は
自
然
や
伝
統
的
な
も
の

が
重
要
視
さ
れ
る
。
価
値
観

が
変
わ
る
た
め
、
事
業
者
に

と
っ
て
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ

る
」

　
―
国
内
の
事
業
展
開
は
。

　
「
サ
ー
ビ
ス
を
高
度
化
す

る
。
１
日
に
１
回
、
会
員
と

接
触
す
る
機
会
を
作
れ
ば
多

く
の
サ
ー
ビ
ス
が
提
案
で
き

る
。
ホ
テ
ル
業
を
生
か
し
て

安
全
な
食
事
を
宅
配
で
き
る

し
、
生
活
用
品
一
式
の
配
送

も
可
能
だ
。
一
人
暮
ら
し
の

会
員
に
安
全
や
安
心
感
を
提

供
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

年
後
に
は
会
員
を
現
在
の

万
人
か
ら

万
人
に
増
や
し

た
い
」

　
―
医
療
や
介
護
分
野
も
注

力
し
て
い
ま
す
。

　
「
１
万
人
の
会
員
か
ら
、

将
来
は
当
社
が
提
供
す
る
有

料
老
人
ホ
ー
ム
や
分
譲
・
賃

貸
の
高
齢
者
向
け
住
宅
に
入

り
た
い
と
の
要
望
が
あ
る
。

こ
の
た
め
東
名
阪
で
Ｍ
＆
Ａ

合
併
・
買
収

を
積
極
化

す
る
。
リ
ゾ
ー
ト
に
高
齢
者

向
け
住
宅
を
造
れ
ば
、
そ
こ

で
庭
仕
事
な
ど
の
仕
事
を
し

て
も
ら
え
る
。
健
康
な
人
に

い
き
い
き
と
働
く
場
を
提
供

し
た
い
」

　
―
海
外
戦
略
は
。

　
「
中
国
を
は
じ
め
ア
ジ
ア

諸
国
で
日
本
の
良
質
な
医
療

や
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
。
一
方
で
よ
り
高
度
な
サ

ー
ビ
ス
は
日
本
で
し
か
提
供

で
き
な
い
た
め
、
海
外
か
ら

日
本
へ
客
を
呼
び
込
め
る
。

医
療
関
連
の
ほ
か
リ
ゾ
ー
ト

ク
ラ
ブ
事
業
で
も
、
合
弁
事

業
を
展
開
し
た
い
。
海
外
事

業
は
、
海
外
か
ら
人
を
日
本

に
受
け
入
れ
る
た
め
に
価
値

観
を
知
る
と
い
う
側
面
も
あ

る
」

　
―
日
本
の
産
業
の
基
盤
で

あ
る
製
造
業
は
空
洞
化
が
懸

念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
愛
知
県
の
企
業
が
得
意

と
す
る
精
密
な
モ
ノ
づ
く
り

は
、
日
本
に
残
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
一
般
的
な
モ
ノ
づ
く

り
は
人
件
費
の
安
い
海
外
に

移
る
。
一
方
、
日
本
の
飲
食

や
ホ
テ
ル
な
ど
サ
ー
ビ
ス
業

の
評
価
は
高
い
。
日
本
に
は

山
や
清
流
と
い
っ
た
美
し
い

自
然
が
あ
る
。
ア
ジ
ア
の
旅

行
客
は
日
本
に
四
季
を
求
め

て
や
っ
て
く
る
。
従
来
は
モ

ノ
づ
く
り
中
心
の
政
策
だ
っ

た
が
、
観
光
立
国
を
進
め
れ

ば
高
度
な
モ
ノ
づ
く
り
と
合

わ
せ
て
国
内
空
洞
化
を
防
げ

る
。
少
子
高
齢
化
が
進
む
た

め
、
女
性
や
老
人
が
働
け
る

場
を
観
光
産
業
で
提
供
し
て

い
き
た
い
」

　
―
現
在
の
景
況
感
は
。

　
「
東
日
本
大
震
災
後
に
落

ち
込
ん
だ
生
産
活
動
が
戻

り
、
最
悪
期
を
脱
し
た
。
た

だ
国
内
の
環
境
は
決
し
て
良

く
は
な
い
。
消
費
マ
イ
ン
ド

は
冷
え
て
お
り
、
人
口
が
減

る
こ
と
で
中
長
期
的
に
み
る

と
市
場
は
縮
小
す
る
。
国
内

の
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
市
場

は
、
１
日
使
い
捨
て
レ
ン
ズ

が
伸
び
て
出
荷
枚
数
は
増
え

て
い
る
が
、
単
価
の
下
落
で

売
上
高
は
横
ば
い
だ
。
輸
入

品
も
増
え
、
当
社
に
は
逆
風

だ
」

　
―
国
内
向
け
に
保
湿
性
の

高
い
レ
ン
ズ
素
材
や
厚
さ
１

の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
採
用

し
た
戦
略
商
品
の
Ｍ
ａ
ｇ
ｉ

ｃ
を
発
売
し
ま
し
た
。

　
「
国
内
の
コ
ン
タ
ク
ト
レ

ン
ズ
ユ
ー
ザ
ー
は
約
１
６
０

０
万
人
と
、
こ
こ
２

３
年

は
横
ば
い
で
、
今
後
１
―
２

年
で
減
少
に
転
じ
る
。
一
方

で
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
は
扱

い
が
面
倒
だ
と
か
目
に
あ
わ

な
い
な
ど
と
い
う
理
由
か

ら
、
使
っ
て
い
な
い
人
も
多

い
。
性
能
も
パ
ッ
ケ
ー
ジ
も

革
新
的
な
Ｍ
ａ
ｇ
ｉ
ｃ
で
、

今
ま
で
使
っ
て
い
な
か
っ
た

顧
客
層
を
開
拓
す
る
」

　
―
国
内
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー

に
成
長
し
た
要
因
は
。

　
「
品
質
の
高
さ
と
技
術
力

だ
。
岐
阜
県
各
務
原
市
の
生

産
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー
で
徹

底
的
に
品
質
向
上
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
ハ
ー
ド
レ
ン
ズ

の
旋
盤
に
よ
る
切
削
加
工
の

精
度
は
誤
差
が

０
・
１

マ
イ
ク
ロ
は
１
０
０

万
分
の
１

。
顕
微
鏡
で
見

て
も
バ
リ
が
な
い
。
切
削
加

工
技
術
は
ソ
フ
ト
レ
ン
ズ
の

加
工
や
、
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン

ズ
用
精
密
金
型
の
製
造
に
も

生
き
て
い
る
」
　

　
―
海
外
市
場
は
ど
の
よ
う

に
開
拓
し
ま
す
か
。

　
「
当
社
の
シ
ェ
ア
は
世
界

５
位
で
、
東
欧
、
南
欧
、
ア

ジ
ア
な
ど
未
開
拓
地
域
も
多

い
。
当
社
の
海
外
売
上
高
の

大
半
が
ハ
ー
ド
レ
ン
ズ
。
当

社
は
ソ
フ
ト
レ
ン
ズ
を
販
売

す
る
眼
鏡
チ
ェ
ー
ン
店
へ
の

ル
ー
ト
が
な
い
た
め
、
１
―

２
年
で
整
備
す
る
」

　
―
日
本
の
企
業
が
優
位
性

を
保
つ
に
は
。

　
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
か
な

い
。
一
部
の
大
量
生
産
品
を

除
き
、
現
地
生
産
・
現
地
販

売
が
前
提
だ
。
円
高
基
調
の

最
近
の
為
替
動
向
や
税
制
を

考
え
る
と
、
工
場
や
管
理
部

門
を
海
外
に
移
転
す
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
技

術
開
発
や
国
内
市
場
へ
の
対

応
を
考
え
る
と
、
国
内
工
場

も
必
要
だ
ろ
う
。
し
か
し
国

内
で
工
場
を
維
持
す
る
に

は
、
優
れ
た
技
術
を
蓄
え
て

お
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た

め
に
も
人
口
や
税
制
の
問
題

と
と
も
に
、
優
秀
な
人
材
を

育
て
る
国
家
戦
略
が
重
要

だ
」
　

　　 ２０１１年 平成２３年 １１月２９日 火曜日 （第２部） 　　 （ ）


